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ゴジラとアトム／主要研究資料
海老原豊・宮本道人編

　以下の一覧は、日本における 2大原子力キャラクター・アイコンのゴジラ・アト
ムについて論じている文献を集めたものである。ゴジラ・アトムの表象と、日本の
歴史社会的状況との関連を論じているかどうかが選考基準で数多くある作品ガイド
は極力のぞき、本書に収録されている論文中で参照されたものでゴジラ・アトム表
象に関連しているものは載せてある。便宜的に「ゴジラ文献」と「アトム文献」に
分けたが、文献によってはゴジラもアトムも論じているものもあり、厳密に分けら
れるわけではない。なお、同じ著者の論文でも、改稿を考慮して雑誌掲載のものと
単行本になったものの両方に言及している場合がある。

［凡例］
書籍
著者名『書籍名』出版社、出版年月
論文
著者名「論文名」『雑誌名』通号、出版社、出版年月、頁
＊文献は著者名順
　（著者名・編集者名が明記されていない雑誌などは著作名順）
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「学問的ゴジラ」『科学朝日』54（1）号、朝日新聞社、1994. 1、6-15
加藤典洋「特別評論 グッバイ・ゴジラ、ハロー・キティ」『群像』62（4）号、講
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社、2005. 10
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樋口尚文『グッドモーニング、ゴジラ―監督本多猪四郎と撮影所の時代』国書刊
行会、2011. 6 
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徳山大学経済学会、2010. 12、251-270
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布施英利『鉄腕アトムは電気羊の夢を見るか』晶文社、2003. 3
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